
施政方針演説等

関 係 す る 施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

年月日

施策の概要

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

　中国残留邦人等の円滑な帰国を推進するとともに、永住帰国した者の自立の支援
を行うことを目的として、帰国援護、受入れ、定着・自立援護を行う。

（施策目標の評価）
　中国残留邦人等に対する帰国援護、受入れ、定着・自立援護の適切な実施により、中国残
留邦人等の円滑な帰国の促進、永住帰国者の自立支援という施策目標の達成に向けて進
展していると評価できる。

（評価結果の分類）
　　施策目標の達成に向けて進展しており、現在の取組を続ける

【評価結果の概要】

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

記載事項（抜粋）

平成１９年度実績評価書要旨

政策体系上の位置付け中国残留邦人等の円滑な帰国を促進するとと
もに、永住帰国者の自立を支援すること

評価実施時期：平成１９年８月
担当部局名：社会・援護局援護企画課中国孤児等
　　　　　　　　 対策室

基本目標Ⅶ
　利用者の視点に立った質の高い福
祉サービスの提供等を図ること
施策目標３
　戦傷病者、戦没者遺族、中国残留
邦人等を援護するとともに、
旧陸海軍の残務を整理すること（Ⅶ－３－３）

施策名

施策目標に係る指標
（達成水準／達成時期）

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１ 中国残留邦人等の帰国者数（単位 40 44 45 34 30

：世帯）
（－）

２ 自立指導員の派遣回数 単位：回 10,285 7,995 5,576 4,615 4,847（ ）
（－）

（調査名・資料出所、備考）
・指標１は、社会・援護局援護企画課中国孤児等対策室調べによるものであり、中国残

留邦人及び樺太残留邦人の世帯数の合計である。
・指標２は、社会・援護局援護企画課中国孤児等対策室調べによる。


